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兼六園周辺文化の森 検索

このマークのついた
施設の主催展覧会の

半券を提示すると割引料金
でご利用できます。

文化施設の相互割引実施中！

兼六園周辺文化の森は、明治～昭和初期の建物が並ぶ、街歩きに絶好の
エリア。ロマンあふれる建物を地元ガイドが解説いたします。（無料・申込不要）

兼六園周辺文化の森

毎週土曜日・日曜日開催中！

旧陸軍第九師団司令部庁舎・
旧陸軍金沢偕行社
（国立工芸館 MAP❶）

旧石川県庁舎本館
（しいのき迎賓館 MAP❾）
◉ガイド土日常駐

石川県立能楽堂能舞台
（石川県立能楽堂 MAP❺）

旧金澤陸軍兵器支廠兵器庫
（いしかわ赤レンガミュージアム
MAP❸＆❹）◉ガイド土日常駐

旧陸軍第九師団長官舎
（石川県立美術館広坂別館
MAP❷－2）

旧第四高等中学校本館
（石川四高記念文化交流館
MAP❻）◉ガイド土日常駐

国指定重要文化財 国登録有形文化財

かい こう しゃ

し  しょう

※緑の帽子と服を着用した地元ガイドにお声かけください。
※石川県立能楽堂能舞台の見学については施設へ直接お問い合わせください。
※国立工芸館、石川県立美術館広坂別館を見学したい方は、いしかわ赤レンガ
ミュージアムのガイドにお声かけください。 ▲詳細はこちら
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回遊ルート中には美しいライト
アップスポットもたくさん！
夜の散策にもおすすめです。

加賀藩ゆかりの城下町の町並
みや歴史的建造物、個性豊か
な文化施設など、見どころが
ぎゅっとつまった「加賀百万石
回遊ルート」
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樹齢約 300 年の堂形のシイノキをシンボルに、大正時代に建てられた旧石川県庁舎（登録有形文化財）を
リニューアルした憩いの施設。兼六園周辺エリアの総合案内、ギャラリー、レストラン、カフェなどがあります。

 無料　※館内のイベントへの参加・観覧には、別途料金が必要となる場合があります。
 午前 9 時〜午後 10 時　  年末年始　
 金沢駅兼六園口 3 番、8 番乗り場発着バス、もしくは城下まち金沢周遊バス乗車　「広坂・21 世紀美術館」下車

石川県政記念しいのき迎賓館
金沢市広坂 2-1-1　TEL 076-261-1111
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30万冊の本が並ぶ閲覧エリアには円形劇場のような大閲覧空間や約 500 の魅力的な閲覧席、広大なこども
エリアもあります。他にも各種体験スペースを備えるなど、様々な楽しみ方ができる図書館です。

 無料　  閲覧エリア　午前 9 時〜午後 7 時　文化交流エリア　午前 9 時〜午後 9 時（土日祝は全館午
後 6 時まで）　  毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始、特別整理期間　

 金沢駅兼六園口 6 番乗り場発着バス（柳橋行きを除く）乗車「石川県立図書館」または「崎浦・県立図書館口」下車

石川県立図書館
金沢市小立野 2-43-1　TEL 076-223-9565
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兼六園周辺文化の森　文化施設等ガイド兼六園周辺文化の森　文化施設等ガイド

石川県は、歴代の加賀藩主が愛好し奨励したため、「加賀宝生」といわれるほど能楽が盛んな土地柄となりました。
昭和 6年建築の金沢能楽堂から移築した能舞台（登録有形文化財）は、年月を経て落ち着いた趣に満ちています。

 能舞台の見学は無料（ただし、見学は公演等のない日のみ可能）　  午前 9 時〜午後 10 時　※見学は午
後 5 時まで（入館は午後 4 時 30 分まで）　  毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日（文化の日は開館）、
年末年始　  金沢駅兼六園口 6 番乗り場発着バス（柳橋行きを除く）乗車　「出羽町」下車徒歩約 3 分

石川県立能楽堂
金沢市石引 4-18-3　TEL 076-264-2598

5

建物は国指定重要文化財。「石川四高記念館」では、旧制四高の歴史を伝える資料の展示のほか、多目的利用
室を設けています。「石川近代文学館」では、石川県ゆかりの文学者の資料の展示や朗読会などを開催します。

 （常設展入館料）石川四高記念館　無料　 石川近代文学館　一般 370 円、大学生 290 円、高校生以下無料
 石川四高記念館　午前 9 時〜午後 9 時　※展示室　午前 9 時〜午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）

石川近代文学館　午前 9 時〜午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）　  年末年始、展示替期間
 金沢駅兼六園口 3、8、9、10、11 番乗り場発着バス、もしくは城下まち金沢周遊バス乗車　「香林坊」下車

石川四高記念文化交流館
金沢市広坂 2-2-5　TEL 076-262-5464
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※常設展示以外の催しの観覧には、別途料金が必要となる
場合があります。

※展示替等により、休館日が変更になる場合があります。

監修：石川県文化振興課、金沢市文化政策課　発行：兼六園周辺文化の森等活性化推進実行委員会（石川県文化振興課内）TEL  076-225-1371
� （平日 9：00〜17：00）

近現代工芸・デザイン専門の美術館。特定のテーマに基づいた所蔵作品展、特別展又は共催展を開催するほか、漆芸家・
松田権六の工房の移築展示やデジタル鑑賞システム、アートライブラリ、ミュージアムショップを設置しています。

 展覧会ごとに異なる　  午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分（入館は午後 5 時まで）　  毎週月曜日（祝
休日の場合は開館し翌平日休館）、年末年始、展示替期間　  金沢駅兼六園口 3 番、8 番乗り場発着バス、
もしくは城下まち金沢周遊バス乗車　 「広坂・21 世紀美術館」下車徒歩約 7 〜 9 分

国立工芸館
金沢市出羽町 3-2　TEL 050-5541-8600（ハローダイヤル）

1

 入館・観覧料　  開館・入園時間
 休館日　　　　  アクセス

金沢21世紀美術館
金沢市広坂 1-2-1　TEL 076-220-2800

11

兼六園に隣接し、気軽に立ち寄れる「まちに開かれた公園のような美術館」。建物は、ガラスのアートサークル
が採用され、明るさや開放感に配慮されており、建物と一体となった恒久展示作品が人気を呼んでいます。

 展覧会観覧料：展覧会ごとに異なる
 午前 9 時〜午後 10 時　

　※展示室等の展覧会ゾーンは、午前 10 時〜午後 6 時（金・土曜日は午後 8 時まで）
 毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始
 金沢駅兼六園口 3 番、8 番乗り場発着バス、もしくは城下まち金沢周遊バス乗車　「広坂・21 世紀美術館」下車

●�掲載されている施設については、臨時休館、一部施設の休館、開館時間の変更、一部展示・体験メニューの休止等の対応をさせていただく場合がありますので、
お出かけの際は、事前に各施設のホームページなどで最新の情報をご確認ください。

●�交通機関については、運休の場合がございますので、事前にホームページなどで最新の情報をご確認ください。

前田利家とまつの次男利政を家祖とする加賀藩の名家「前田土佐守家」に伝来する歴史資料約 9,000 点を保
存し、その一部を公開する博物館です。上級武家に伝来する資料が金沢の歴史と文化を今に伝えます。

 一般 310 円、65 歳以上 210 円、高校生以下無料
 午前 9 時 30 分〜午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
 毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始、展示替期間　
 金沢駅兼六園口 3、8、9、10、11 番乗り場発着バス、もしくは城下まち金沢周遊バス乗車　「香林坊」下車徒歩約 6 分

前田土佐守家資料館
金沢市片町 2-10-17　TEL 076-233-1561
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【金沢城公園】金沢城は、天正11（1583）年に前田利家が本格的な築城を開始し、明治2（1869）年まで加
賀藩前田家14代の居城でした。戦後は金沢大学のキャンパスでした。
【兼六園】前田家 5代藩主綱紀が蓮池庭を造営したのが始まりで、林泉回遊式の江戸時代を代表する大名庭園
です。現在は公園として一般開放され、特別名勝になっています。

 金沢城公園　無料（菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓・橋爪門は、18 歳以上 320 円、6 〜 17 歳 100 円）
兼六園　18 歳以上 320 円、6 〜 17 歳 100 円　  3/1 〜 10/15　午前 7 時〜午後 6 時、10/16 〜 2 月
末　午前 8 時〜午後 5 時　※菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓・橋爪門、河北門、鼠多門、玉泉庵および時雨亭
は午前 9 時〜午後 4 時 30 分（入場は午後 4 時まで）　

 金沢駅兼六園口 6 番乗り場発着バス（柳橋行きを除く）、8 番乗り場発着バス、もしくは城下まち金沢周
遊バス乗車　「兼六園下・金沢城」下車

金沢城公園・兼六園
金沢市丸の内 1-1　TEL 076-234-3800
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広坂別館は旧陸軍第九師団長官舎として建てられた歴史的建造物（登録有形文化財）です。文化財保存修復工
房では、文化財の修復作業を見学でき、修復工程の紹介映像なども充実しています。

 無料　  午前 9 時 30 分〜午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
 年末年始、臨時休館あり　  石川県立美術館と同じ

－2	石川県文化財保存修復工房・	 石川県立美術館広坂別館
金沢市出羽町 1-1　TEL 076-221-8810

2

建物は旧制中学校の校舎として明治３２（１８９９）年に建築された貴重な洋風建築物（国指定重要文化財）で、
町家の座敷を再現し、金沢の風物詩や料理、昔ながらの生活用品、伝統産業の製作用具などを紹介しています。

 一般 310 円、65 歳以上 210 円、高校生以下無料
 午前 9 時 30 分〜午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
 毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始、展示替期間
 金沢駅兼六園口 6 番乗り場発着バス（柳橋行きを除く）乗車　「石引町」下車徒歩約 1 分（紫錦台中学校校門入って正面）

金沢くらしの博物館
金沢市飛梅町 3-31　TEL 076-222-5740
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金沢が生んだ仏教哲学者・鈴木大拙の考えや足跡を広く国内外の人々に伝えることにより、大拙についての理
解を深めるとともに、来館者自らが思索する場となっています。設計は国際的な建築家・谷口吉生氏です。

 一般 310 円、65 歳以上 210 円、高校生以下無料
 午前 9 時 30 分〜午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
 毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始、展示替期間
 金沢駅兼六園口 3 番乗り場発着バス、もしくは城下まち金沢周遊バス乗車　「本多町」下車徒歩約 4 分

鈴木大拙館
金沢市本多町 3-4-20　TEL 076-221-8011

15

金沢の能楽「加賀宝生」に伝わる貴重な能面や能装束を収蔵展示するとともに、全国に伝わる能楽の名品も紹
介しています。伝統芸能を次代に伝える文化施設です。

 一般 310 円、65 歳以上 210 円、高校生以下無料
 午前 10 時〜午後 6 時（入館は午後 5 時 30 分まで）
 毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始、展示替期間
 金沢駅兼六園口 3 番、8 番乗り場発着バス、もしくは城下まち金沢周遊バス乗車　「広坂・21 世紀美術館」下車

金沢能楽美術館
金沢市広坂 1-2-25　TEL 076-220-2790
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石川の風土が育てた伝統工芸品 36 業種すべてを「常設展示」や「企画展示」にて作品等を紹介するとともに「実
演体験メニュー」も用意しております。

 （企画展示含む）1 階 無料　2 階 18 〜 64 歳 260 円、65 歳以上 210 円、6 〜 17 歳 100 円
 午前 9 時〜午後 5 時（入館は午後 4 時 45 分まで）
 4 月〜 11 月の第 3 木曜日、12 月〜 3 月の毎週木曜日、年末年始
 金沢駅兼六園口 6 番乗り場発着バス（柳橋行きを除く）乗車　「出羽町」下車徒歩約 1 分

いしかわ生活工芸ミュージアム
金沢市兼六町 1-1　TEL 076-262-2020

8

赤レンガ造りの旧陸軍兵器庫（国指定重要文化財）を活用した博物館。豊富な実物資料に加え、ジオラマや模型、
大型スクリーンなどによる映像資料もあわせて展示し、石川の歴史と文化を紹介しています。

 （常設展観覧料）一般 300 円、大学生 240 円、高校生以下無料
※加賀本多博物館との共通券（常設展のみ）　一般 500 円、大学生 400 円、高校生以下無料

 午前 9 時～午後 5 時（展示室への入室は午後 4 時 30 分まで）　  年末年始、展示替期間
 金沢駅兼六園口 6 番乗り場発着バス（柳橋行きを除く）乗車　「出羽町」下車徒歩約 5 分

石川県立歴史博物館3

金沢市出羽町 3-1　TEL 076-262-3236
いしかわ赤レンガミュージアム

国宝《色絵雉香炉》をはじめ、石川県が誇る名品を展示しています。古九谷や、加賀藩前田家伝来の文化財、石川
県ゆかりの絵画・彫刻・工芸など、古美術から現代まで、石川県ならではの美術工芸品を幅広くご覧いただけます。

 （コレクション展観覧料）一般 370 円、大学生 290 円、高校生以下無料　※前田育徳会尊經閣文庫分館は、
コレクション展観覧料でご覧いただけます。　  午前 9 時 30 分〜午後 6 時（展示室への入室は午後 5 時
30 分まで）　  年末年始、展示替期間　  金沢駅兼六園口 3 番、8 番乗り場発着バス、もしくは城下まち
金沢周遊バス乗車　「広坂・21 世紀美術館」下車徒歩約 5 分

－1	石川県立美術館
金沢市出羽町 2-1　TEL 076-231-7580

2

多方面で活躍した金沢ゆかりの「近代日本を支えた偉人たち」、高峰譲吉、木村栄、鈴木大拙、西田幾多郎、
八田與一、中西悟堂、谷口吉郎、松田権六などの生涯と業績について遺品・関係資料を展示し紹介しています。

 一般 310 円、65 歳以上 210 円、高校生以下無料
 午前 9 時 30 分〜午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
 毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始、展示替期間　
 金沢駅兼六園口 3 番乗り場発着バス、もしくは城下まち金沢周遊バス乗車　「本多町」下車徒歩約 2 分

金沢ふるさと偉人館
金沢市下本多町 6-18-4　TEL 076-220-2474

13

茶道具と金沢ゆかりの工芸作品を鑑賞できる美術館です。茶道美術を中心に、古九谷、加賀蒔絵、加賀象嵌
などの工芸作品から、現代作家の作品まで幅広く収蔵しています。

 一般 310 円、65 歳以上 210 円、高校生以下無料
 午前 9 時 30 分〜午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
 毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始、展示替期間　
 金沢駅兼六園口 3 番乗り場発着バス、もしくは城下まち金沢周遊バス乗車　「本多町」下車徒歩約 3 分

中村記念美術館
金沢市本多町 3-2-29　TEL 076-221-0751

14

加賀藩の筆頭家老を務め、5万石を与えられた加賀本多家。初代本多政重が着用した鎧や刀剣、藩主・前田家
よりお輿入れした姫君の豪華な調度品など加賀本多家伝来品の数々を所蔵・展示する武家文化博物館です。

 一般 400 円、大学生 300 円、高校生以下無料　  午前 9 時〜午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
※石川県立歴史博物館（常設展のみ）との共通券　一般 500 円、大学生 400 円、高校生以下無料

 3 月〜 11 月無休、12 月〜 2 月毎週木曜日、年末年始、展示替期間　  石川県立歴史博物館と同じ

加賀本多博物館
金沢市出羽町 3-1　TEL 076-261-0500

4
いしかわ赤レンガミュージアム
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